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浦河べてるの家とは・・・・・・
●べてるの家（以下べてる）は、１９７８年にはじまった地域で暮らす精

神障害を体験した若者達の自助活動をベースに、助け合いながら
起業による地域貢献を目的に、古い教会堂（浦河教会）を拠点に１９
８４年に発足した「街づくり」の地域活動拠点

●活動理念は、「地域のために」「社会復帰から社会進出へ」「三度の
飯よりミーティング」など

●「地域のかかえる苦労への参加」の手段としてビジネスー起業に挑
戦、過疎化が進み事業所の撤退や閉店する店が相次ぐ中で、日高
昆布の産直・出版事業、会社を設立して介護保険事業に進出

●2001年、当事者研究を創案、自助活動に取り入れる

●2002年、社会福祉法人設立。わが国ではじめて当事者が理事長、
施設長に就任し、就労支援、居住支援に取り組み様々なプログラム
を創出。

●現在は、精神、身体、知的等のさまざまな障害を持つ100名以上の
当事者が事業に参加。

●年間、延べ3000人ほどの見学者、研修の受け入れをし、海外との交
流もはじまっている。
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浦河町の概要
人口：１２，500名 （2017/10 ）
〈主な産業〉
・町内には約300の牧場（生産・育成

）があり、3,000頭以上のサラブレッド
が駆け回っています。

・良質のダシ昆布「日高昆布」や夏か
ら秋にかけてのスルメイカは特産品
で、昆布は北海道の生産量の約

20％を占めています。
・最近は、夏いちごの生産が盛んで全国１の出
荷量
<課 題>
・地域の過疎化（22,000⇒12,000）
・漁業・軽種馬産業の不振
・先住民（アイヌ）の人権と文化の保存
・医療・保健・福祉の連携
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• 精神科への入・通院の経験を生き抜いた若者たちの生き
ようとする知恵の集積が当事者研究の源流です。

42018/7/26 当事者研究200



「精神医療の構造」

精神医療⇒精神”囲”療ー囲い込み

看 護⇒精神”管”護ー管理

福 祉⇒社会“服”祉ー服従

〇一つの疑問＝救命と健康、安心した暮らしの回
復に向けて教育、訓練された専門家がなぜパター
ナリズムに陥るのか？⇒「専門家が陥る“病”」

2018/7/26
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「病床数の変遷」

6

日高東部の人口約五万人⇒約三万人
浦河町の人口二万二千人⇒一万二千人
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べてるが法人化

○入院患者の減少
○医師・看護師確保の困難さ
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発
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旧精神科病棟の解体



病院スタッフの地域移行
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診療・リハビリ 就労・生活支援・
自助活動

精神科医・ソーシャル
ワーカー・看護師・事
務スタッフ

ソーシャルワーカー・
看護師・事務スタッフ・
元通院患者・家族

連 携



当事者研究との出会い

「当事者研究を知った時、これで
生きられると思った」（上岡陽江）

「当事者研究と出会わなかったら
と思うとぞっとする」（千葉大介）
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「当事者研究とは」
●当事者研究は、広義には浦河の精神保健福祉活動から生ま
れた実践理念であり、さまざまな生活課題と向き合う「思考のプ
ロセス」を明らかにしたものであり、狭義には、実際の研究活動
を展開するための態度や具体的な手立て、先行研究から生ま
れた実践知の蓄積を指す。

●当事者研究は、統合失調症などを持つ人たちの日常体験に基
づいた自助（自分を助ける、励ます、活かす）と自治（自己治
療・自己統治）を目的とした仲間との研究活動としてはじまっ
た。

●研究素材は、当事者の主観的な体験である幻覚や妄想体験
であったり、時には、困りごとや成功体験（なぜ上手くいってい
るのか）を含めた自分（人間）の体験や出来事、さらには他者
との共通の関心事や事象（現象）である
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●当事者研究は、仲間や他の先行研究を活用しながら、仲間と
共に自由自在な方法で研究的対話を重ね、出来事や現象の
持つ意味や可能性、パターン等を見極めて、自分らしい発想
で新たな“自分の助け方”や理解を見出すプロセスとして展開
される

●当事者研究から生まれた研究成果は、仲間の回復や社会に
とっても有用な「実践知」（知的財産）として、公開され、共有さ
れる

●当事者研究は、当事者や関係者の日常のたゆまない試行錯
誤によって磨かれた実践知の背後にある「原理」に関心を寄せ
、それを分かち合うことを重視する。

●したがって、当事者研究は、まるで生き物のように成長し、磨
かれ、変化し続ける自由さを持っている。



「生き方としての当事者研究」

どう生きてきたか どう生きればいい
のか

今をどう生きてい
るか





「当事者研究の源流」

依存症
からの
回復

・仲間の力
・語る力

・協同的実証
（みんなで一緒
に考える）
・練習の発想

・場面の再現と
共有

・身体と行動へ
の着目

SST

企業：一人一研究

・問題を研究テーマに

当
事
者
研
究

べてるの家

・ユーモア、反転/非援助、苦労の哲学

「仲間」になる
・対立から共生へ
・議論から対話へ
・治療から研究へ

理念空間の創出

図



当事者研究とは

●当事者研究は、統合失調症などを抱える人たちの体験の

中から生まれた“生活知”、当事者による“臨床の知”を創

出する自助に向けた実践的な研究活動

●研究テーマは、自分（人間）の日常の生活体験や出来事

、さらには他者との共通の関心事や課題

●当事者研究は、仲間の先行研究などを活用しながら、一

緒に自由自在な方法で研究的対話を重ね、出来事や現象

の持つ意味や可能性、パターン等を見極めて、自分らしい

発想で新たな“自分の助け方”や理解を見出すプロセスと

して展開される
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従来の幻覚や妄想への対応

• 家族は幻覚や妄想について、患者さんが自分から
話さない限り、聞き出そうとしないことが原則です。

• 詳しく聞き出そうとすると、不安、緊張、困惑などが
さらに強まります。

• 罠をかけるような質問で、幻覚や妄想を暴こうとす
るなどということは行ってはならないことです。

• （自分から話した時には）聞くことが中心で、否定も
肯定もせず、はぐらかしもしないという態度が基本
です。

• ・・・幻覚や妄想に迎合的な態度をとり、安易に相
槌を打つことは、不誠実であり、妄想を補強するこ
とにつながります。

福西勇夫編「統合失調症がわかる本」法研 (2002/12)26



当事者とは

「自らの経験に関心を寄せ、研究
的に考察しようという志を持った
人」
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「自分自身で考える人」たちが「と
もに哲学する」ときにこそ、事象
そのものを見る可能性をもつので
ある （フッサール：これが現象学だ 谷徹）
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「自分自身で考える人」たちが「と
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当事者研究の合言葉は！
「自分の中に・・・

仲間の経験の中に

知恵がある！

アイデアが眠っている！

仲間や専門家

家族と連携しながら・・・

さあ、今日から

“自分自身で、共に”

研究しよう！」
292018/7/26

さあ、
今日から

あなたも自分
の専門家！
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当事者研究を持続させる力は・・・・
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当事者研究の原動力

は、感動や有意味感、探

究心や達成感など、ある

種のスポーツをする時の

ような高揚感です。

「Recovery is  discovery」

http://toukennet.jp/wp-content/uploads/2014/08/toujiro.gif


当事者研究の原点＝起業

“まばたき”
が音になっ
て聞こえる
んだけど

朝起きたら首
が取れまし
た・・・

人の中に居る
と“帰れ！”とい
う罵声を浴び
せられます “トイレに入っ

ていたら目の
前に”孔雀“が
見えました。

“宅急便の
運転手は公
安警察なん
です。

人の体温で暖
められた空気
が嫌い！

・出勤してこない
・急に居なくなる
・「疲れた」といってすぐ帰る
・爆発する

「みんなで研究しよう！」

31このような人たちが仲良く仕事をするには？

いい加減
にしろ！
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当事者研究とは

「自分の言葉をつかま
えること」

（鈴木ひとみ）
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当事者研究のはじまり

• 見えるもの、感じるもの、味わっていること、触れ
ているもの、聴こえるもの、考えていること、戸惑っ
ていること・・・

• 普段の生活の中で体験していること、抱えきれな
いと感じている言葉を自由に切り取って、「研究」と
いうテーブルに乗せて眺めてみる

• そして、そこから見えてきた風景をそっと仲間に開
いてみる
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　　　　＜原　則＞ 　　＜臨床における態度＞ 備　　　考
1. "非"評価的/"非"援助的態度 スタッフは本人の語りに対して内容が妄想的かどう

か、何が問題か、などの評価を伝えたり、否定した
りしない。治療的・支援的態度を少なくする。

2.外在化した態度ー人と問題
（こと）を分ける

「問題（こと）」に対しては批判的でも、「人」に
対しては常に共感的・肯定的な態度を大切にする

「内在化」
と「再内在
化」の視点

3. 積極的関心 あいまいな語りや本人の独特の言葉遣いに対して
は、その人の生きる世界を理解するために、積極的
な関心を示し、質問したり対話を重ねながら聴き、
意味を解き明かしていく。

4.対話の三角形 どんな場面でも、経験や出来事（テーマ・問・課
題）を自分たちの前に置き（三角形をつくる）研究
的対話を重ねる。

5.経験の見える化 内容の視覚化、データ化に努め、パソコンなどを見
ながら本人と一緒に図式化したり、ホワイトボード
に絵やグラフ、流れ図を描いたり、時にはアクショ
ンを交えながら研究的対話を深める。

6.出会いの創造(仲間づくり) 研究をつうじて出会いがうまれて成果が共有され、
地域のネットワークとつながることを意図する。

 　　　　　　　　    「臨床における当事者研究の原則」（花巻の原則）

出来事



当事者研究のツボ

• “こころが温まる対話”を重ねる

• ワクワク感と好奇心

• 苦労に直面したら、まず「観察と情報収集」

• 常に仲間との情報交換（相談）を心がける

• 一人じゃない実感

• どんな現実や結果も、「研究」というボックス
に放り込む
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統合失調症などを持つ人の「生きづらさ」の理解

①いわゆる“問題”や苦労の起こり方には、ひとつのパターンがあり、
常に、“何かを解消するため”に起きている。

③不適切な行為や言動の背後には、辛い切迫した状況から抜け出そ
うとする人の“もがき”と安心を求める“切実な欲求”がある

④“もがき”の底流には、今の暮らしの安定と自己表現や“つながり”へ
の渇望がある

⑤言葉や行動によって示されたニーズ（見かけのニーズ）と真のニー
ズの間には往々にしてズレがあり（例－空腹時に死にたくなる）、本
人もそれに気づいていない場合が多い

⑥コミュニケーションの難しさの背景には、統合失調症などを持つ本人
が五感で感じている“現実”（おはようの挨拶が「家に帰れ！」と聴こ
える）と、周囲の人が共有している現実とにギャップ（誤作動）がある

⑦多くの当事者は、将来に対する希望と生きがいを見失い、かつそれ
を切実に探し求めている （向谷地）
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当事者研究の基本要素

• 互いの“前向きな無力さ”の自覚と連帯

• 研究的対話を重ねる

• 自己表現（自由自在な表現活動）

• こころが温まる経験

• “気ごころ”が通じ合った関係ー「仲間になる」

• 共に試行錯誤（トライ＆エラー）をする

• 研究プロセスの協同と成果の共有
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当事者研究における協同
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研究者の「知」

専門家の「知」
当事者（本人・家族など）の経験、
当事者研究から生まれた「実践知」

新たな臨床の知
の創造と活用

科学的な検証を経
て見出された「知」

臨床経験と科学的な検証を経て
見出された「知」



主 観

宗 教

科 学

専門家

素 人

社 会個 人

客 観

身 体

こころ精 神

物 質
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当事者研究

「信念対立を乗り越える」



Stanford researcher: Hallucinatory ‘voices’ shaped by local culture
「幻聴」の声はローカルカルチャー

に影響を受けることが判明

• スタンフォード大学（人類学）Ｔ・ラーマン教授は、統合失調症を持つ人が

経験する「幻聴」に関する研究結果を 精神医学の専門誌「The British 
Journal  of Psychiatry」（2014/9）に発表

• インタビューの結果、アフリカ人・インド人の幻聴は主に肯定的な体験であ

り、アメリカ人の幻聴は主に暴力的で憎しみに満ちたものが多かった。

• このことから、「幻聴」の声はローカルカルチャーに影響を受けることが判

明、幻聴を経験した人たちが聞く音声とその変化は個人の社会的・文化的

環境の影響を受けて形成されていると考えられ

「特別な治療法=多くの”良性の声”」が、より良い

経過および結果に貢献する」可能性を示唆して

いる



当事者研究全国交流集会（浦河大会）



当事者研究の「知恵」
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生きた経験「知」、実践「知」

苦労、失敗大歓迎！
ー失敗も一つの成果であるー

当事者研究
経験
交流

経験
交流

苦労のデータ収集



積極的傾聴
モノローグ（ドッチボール）
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対 話
ダイアローグ（キャッチボール）



当事者研究の対話
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並立的な傾聴と対話

問題

研究テーマ



生活体験を「研究テーマ」に

2018/7/26 46“病気つながり”から
“研究つながり”へ

「研究」という
土俵に乗せる

研究テーマ

ワイワイ・ガヤガヤ
の研究的対話・活動

「研究成果の公開と共有

成功体験

研究活動を促進させ
るための工夫や研鑽

素材は日常の生活体験

発 見



当事者研究の時間軸と「対話のトライアングル」

過
去
の
経
験

研究的な関心

“問題”の持つ意味
可能性への関心

経
験
を
今
に
引
き
寄

せ
て
、前
に
置
く

こ
れ
か
ら
・
将
来

研
究
テ
ー
マ

い
ま
ま
で
・
過
去

472018/7/26

研
究
的
対
話

大切な“資
源”としての
過去の経験

当事者研究＝前向きな“苦労”（問題）志向

並立的・対話的傾聴



苦労のピラミッド

現実の苦労
（お金・仕事・人間関係）

状況的課題

見かけの苦労
（症状・爆発）

本質的な苦労
（生きる意味－人間共通）

普遍的課題

「
行
き
詰
っ
た
人
生
の
解
決
策
と
し
て
の
発
病
」

Ｈ
・Ｓ
・サ
リ
バ
ン

“当事者研究の守備範囲

482018/7/26



2015年11月1日 北海道当事者研究ネットワーク発足
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東京大学における
研究プロジェクトへの参画

2018/7/26 50当事者研究200



512018/7/26 200当事者研究



バリアフリー

東京大学先端科学技術研究センター

バリアフリー領域「当事者研究分野」

●当事者研究：准教授 熊谷晋一郎

http://kihachin.net/klog/archives/images11/kumagaya100909.jpg


「当事者研究」は日本発・世界先端の治療パラダイム

• 長らく「面接の中では幻覚妄想の話は出さない方がよい」「幻覚妄想の治
療は薬で」といった教育を受けてきた者として、薬に頼ったあなた任せの
治療を受ける頼りなさは、当事者が自分の努力で病期を克服した実感を
もつことを阻害してきた。

• その中で学ぶことになったのが「当事者研究」であった。

• 当事者研究という方法は、当事者主体の治療法を具体化するものであり、
「説明と同意」（インフォームドコンセント）の先を行く「体験的発見型・自身
納得型の同意」にもとづく治療であり、日本発・世界先端の治療パラダイ
ムを実現したものであり、内容的には陽性症状の認知行動療法である。

• 期待したいことは、「当事者研究」の効果についてのエビデンスの構築で
ある。

• 世界先端と考えているが、当事者がそう考えたからと言って世界がそう認
めるわけではないからである。

• 本当に世界先端として発展させたいと希望している。

福島医大会津医療センター精神医学講座丹羽真一（日本統合失調症学会理事長）
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当事者研究の成果を取り入れたケア論

だめな奴・・・

自分はダメな人間だ・・・

Sその人の生

きる世界に
お邪魔する

死ぬしか
ない・・

死ぬしかない

ばか・・・

何にもし
てない・・

嫌われ
てる・・・

世も末
だ・・

新たな「出会い」の中で“物語”が書き換わっていく



“幻聴さん”病気さ
ん”は、社会や場の

空気、本人の感情
や思考を読む

“社会の空気”
取り込み現象

2018/7/26 55

思考

感情

社会

人間関係

ださいね～

本人の思考や感情、人間関係の質が“幻聴
さん”の「人格」に影響している ？！

みんなが回復する！

自分の考えや気持
ちが伝わる

自分はダメな人間
だ・・・

やる気がないね。

なんでがんばれないん
だろ・・・

競争社会・学歴社会・
評価社会



関係図

自分が分かる
ことで重要他
者との関係が
変わる

つながり（自分と他者）の回復

生きやすくなる

経験の有意味性

自分の人生を
取り戻した気
がする

生きている
実感

気持ちが楽
になる

勇気が出る

1人の病気の世界から抜
け出す

現実は変わらないが、一
緒に笑ったり、気持ちが
暖かくなる

いつでも研究

自分を助ける方法

苦労や病気を通して人と
つながっていると感じら
れる

自然に自分を表現できる

仲間から言葉
と力を借りる

仲間の言葉で
自分の言葉を
取り戻す

仲間からのアイディアや情報
で選択肢が広がる

仲間の協力で苦労のパターン
が分かる

私に起こっている事
が見える

人の良いところを言
わざるを得なくなる

苦労を分析するので
はなく、苦労の新し
い捉え方ができる

苦労にプラスの意味が
あることに気づく

無意味に思われる苦労
が、意味のあるものに
なることを願う

すべての語りが大事
と思える

経験の有意味性の循環 生きやすさの循環

当事者研究のインタビュー調査結果

自分への気づき 仲間との出会い
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神
様

テレパシー

お腹でキャッチ！

一生病院
に居ろ！

スタッフの声

５つの
縛り

この世界を生み出してい
る経験・物語の書き換え
作業

リアルワールド

「神様への嘆願書」
神様へのお願い

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・

スタッフ一同

防衛
問題

政治
談議

選挙
情勢

防衛
問題

政治
談議

選挙
情勢

防衛
問題 政治

談議

選挙
情勢

アナザーワールド

・ＳＳＴ、ＯＴ、体操、ヨガ、
外出、演奏会参加

・他の入院者との会話
・不穏時の頓服、注射
が不要となる

・新聞を読む

・新聞を読むな！
・ＴＶを見るな！
・部屋から出るな！
・文春を読むな！
・首相動静を読むな！

・
・

14の縛り

仲間になる

●不穏時の頓用指示の薬剤
はほとんど使用しなくなった。

●不眠時の頓用指示も使用し
ていない。
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